
 

秋といえば、「○○の秋」というのは人それぞれ。今回は読書の秋の由来をご紹介したいと思います。 

その歴史は古く、中国の唐時代の文人である韓愈(かんゆ)が残した詩の中の「灯火親しむべし」という文に由来

し、「秋は過ごしやすい季節で、夜には明かりを灯して読書するのに最適だ」という意味を持つそうです。 

この詩を夏目漱石が「三四郎」の中で取り上げ、そこから読書の秋が広まったといわれています。 

また、秋は気温が 14 度～16 度となり、脳の活動に最適な気温になるため、読書に没頭しやすい時期なのだそう

です。秋の夜長に読書をしながらゆっくり過ごしたいですね。 



 

部屋をもっと快適に 

   

冷暖房の効きが悪い。 

光熱費が高い。 

冬場の窓まわり 

がビショビショ。 

外の車の音で眠れない。 

ピアノの音がもれる。 


